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医療観察法または本法と略す）は、2003（平成 15）年 7 月 16 日に公布され、2 年の準
備期間を経て 2005（平成 17）年 7 月から施行された。


















































































































































































































































　本法が施行された 2005（平成 17）年７月から 2009（平成 21）年３月１日までの申
し立て件数は、1379 件である。そのうちの 799 件が入院の決定で、通院決定は 244 件、
不処遇の決定が 224 件である。また、同時期の退院許可は 304 件となっている。
　2009（平成 21）年３月１日現在、入院対象者は総数 495 名である。男女の内訳は、




入院決定 799 件 61%
通院決定 244 件 19%
不処遇 224 件 17%







都道府県名 入院決定 通院決定 都道府県名 入院決定 通院決定
1 北海道 39 16 25 滋賀県 5 2
2 青森県 15 0 26 京都府 10 3
3 岩手県 11 3 27 大阪府 47 33
4 宮城県 12 2 28 兵庫県 28 13
5 秋田県 4 0 29 奈良県 2 2
6 山形県 9 3 30 和歌山県 9 3
7 福島県 13 4 31 鳥取県 1 2
8 茨城県 27 12 32 島根県 3 1
9 栃木県 8 3 33 岡山県 5 3
10 群馬県 12 1 34 広島県 25 11
11 埼玉県 64 7 35 山口県 7 0
12 千葉県 38 9 36 徳島県 4 2
13 東京都 90 12 37 香川県 7 7
14 神奈川県 41 17 38 愛媛県 5 6
15 新潟県 17 8 39 高知県 7 0
16 富山県 3 1 40 福岡県 30 10
17 石川県 8 2 41 佐賀県 3 1
18 福井県 9 3 42 長崎県 14 1
19 山梨県 5 6 43 熊本県 11 6
20 長野県 11 3 44 大分県 2 2
21 岐阜県 12 2 45 宮崎県 8 2
22 静岡県 28 4 46 鹿児島県 14 3
23 愛知県 42 4 47 沖縄県 23 4




男性 405 名、女性 90 名で、男性が 81.8％を占めている。疾病別では、男女とも統合失
調症圏が最も多く、男性は 345 名で 85.2％、女性は 76 名で 84.4％となっている。ま
た、指定入院医療機関では、入院処遇を急性期、回復期、社会復帰期と３段階とし、そ
れぞれ３ヶ月、９ヶ月、６ヶ月を目処としている。段階別人数は、急性期 119 名、回復
期 205 名、社会復帰調整官 171 名となっている。
　つぎに指定入院医療機関の設置状況であるが、2009（平成 21）年３月１日現在、16














2009 年 3 月 1日現在
医療機関名 都府県 病床数 開棟年月日
1 国立精神・神経センター病院 東京都 33 床 平成 17 年 7月 15 日
2 国立病院機構花巻病院 岩手県 33 床 平成 17 年 10 月 1日
3 国立病院機構東尾張病院 愛知県 33 床 平成 17 年 12 月 1日
4 国立病院機構肥前精神医療センター 佐賀県 33 床 平成 18 年 1月 1日
5 国立病院機構北陸病院 富山県 33 床 平成 18 年 2月 1日
6 国立病院機構久里浜アルコール症センター 神奈川県 50 床 平成 18 年 4月 1日
7 国立病院機構さいがた病院 新潟県 33 床 平成 18 年 4月 1日
8 国立病院機構小諸高原病院 長野県 17 床 平成 18 年 6月 15 日
9 国立病院機構下総精神医療センター 千葉県 33 床 平成 18 年 10 月 10 日
10 国立病院機構琉球病院 沖縄県 21 床 平成 19 年 2月 1日
11 国立病院機構菊池病院 熊本県 17 床 平成 19 年 9月 3日
12 国立病院機構榊原病院 三重県 17 床 平成 19 年 10 月 15 日
13 国立病院機構賀茂精神医療センター 広島県 33 床 平成 20 年 6月 24 日
14（独）岡山県精神科医療センター 岡山県 33 床 平成 19 年 10 月 1日
15（独）大阪府立精神科医療センター 大阪府 5床 平成 19 年 9月 7日
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